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No.224 第１回定例会
３月９日～３月30日

令和４年（2022年）令和４年４月30日発行

２～５面★一般質問
　　５面★可決した主な議案の内容
　　　　★意見書・決議（要旨）
　　　　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★令和３年度３月補正予算のあらまし
　　６面★委員会の審査から
　　７面★議案審議結果一覧表
　　８面★議会構成　★本会議の質疑から　
　　　　★３月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、３月９日から３月３０日までの２２日間
にわたり開催され、議案４８件、請願６件を審議しま
した。
　審議の結果、市長提出議案は４６件を可決、承認、
同意しました。
　議員提出議案は２件を可決しました。
　また、市民から提出された請願は１件を採択、４
件を不採択、１件を継続審査としました。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
市

長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ

た
た
め
、
新
規
事
業
や
拡
充
事
業

部
分
は
、
原
則
と
し
て
、
骨
格
的

予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
が
１
５
７

３
億
６
５
１
９
万
円
、
各
特
別
会

計
の
小
計
が
１
３
０
５
億
３
０
６

９
万
９
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、

２
８
７
８
億
９
５
８
８
万
９
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初

予
算
と
比
べ
る
と
、
一
般
会
計
は

９
・
５
％
減
、
特
別
会
計
は
３
・

２
％
増
、
全
体
で
４
・
１
％
減
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年
度
比

較
の
増
減
率
）。

　

市
税
―
６
７
７
億
７
１
７
４
万

７
千
円
（
６
・
５
％
増
）、
地
方

消
費
税
交
付
金
―
86
億
２
７
０
０

万
円
（
０
・
１
％
増
）、
地
方
特

例
交
付
金
―
４
億
８
７
０
０
万
円

（
77
・
７
％
減
）、
地
方
交
付
税

―
17
億
５
３
０
０
万
円
（
１
・
４

％
増
）、
使
用
料
及
び
手
数
料
―

３５
億
６
８
０
０
万
２
千
円
（
２
・

３
％
増
）、
国
庫
支
出
金
―
３
２

３
億
２
６
８
８
万
８
千
円
（
５
・

３
％
減
）、
都
支
出
金
―
２
３
４

億
８
７
２
１
万
３
千
円
（
１
・
０

％
減
）、
寄
附
金
―
１
億
８
４
３

９
万
３
千
円
（
6５
％
増
）、
繰
入

金
―
44
億
５
０
９
９
万
２
千
円

（
７
・
７
％
減
）、
市
債
60
億
９

８
０
０
万
円
（
74
・
２
％
減
）。

　
一
般
会
計
の
主
な
目
的
別
歳
出

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年

度
比
較
の
増
減
率
）。

　

議
会
費
―
６
億
４
１
８
０
万
１

千
円
（
３
・
５
％
減
）、
総
務
費

―
１
７
６
億
８
０
８
０
万
６
千
円

（
８
・
１
％
増
）、
民
生
費
―
８

５
４
億
３
７
７
７
万
３
千
円
（
４

・
３
％
増
）、
衛
生
費
―
１
２
９

億
７
７
６
５
万
６
千
円
（
５1
・
４

％
減
）、
商
工
費
―
17
億
２
８
９

３
万
９
千
円
（
１
０
４
・
１
％
増
）、

土
木
費
―
１
３
１
億
４
９
２
０
万

４
千
円
（
22
・
５
％
増
）、
消
防

費
―
５0
億
１
４
８
６
万
６
千
円

（
２
・
４
％
増
）、
教
育
費
―
１

３
０
億
５
１
２
６
万
３
千
円
（
３6

・
２
％
減
）、
公
債
費
―
72
億
１

７
７
９
万
３
千
円
（
３2
・
４
％
減
）。

令
和
４
年
度

当
初
予
算
の

あ
ら
ま
し

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

６
２
㊍
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

３
㊎
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

１０
㊎
本
会
議（
代
表
・
個
人

質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１３
㊊
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１４
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１５
㊌
常
任
委
員
会
予
備
日

１６
㊍

本
会
議（
一
般
質
問
）

１７
㊎

２０
㊊

２１
㊋

２２
㊌

３０
㊍
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願・陳
情
の
受
付
締
切
は
、

６
月
２
日（
木
）午
後
５
時

で
す
。

※
受
付
締
切
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

令和４年度（２０２２年度）の予算規模
（単位：千円）

区　分
２０２２年度 ２０２１年度 比較

予算額 構成比 
（％） 予算額 構成比 

（％） 増減額 増減率 
（％）

一 般 会 計 ※ １５７,３６５,１9０ ５４.７ １７３,8４２,０７３ ５７.9 △１６,４７６,88３ △9.５

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４２,７６７,６２６ １４.9 ４１,１３０,５２０ １３.７ １,６３７,１０６ ４.０
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３７,７9１,４３１ １３.１ ３６,６６8,６89 １２.２ １,１２２,７４２ ３.１
後期高齢者医療 
事 業 会 計 １２,７9４,8０9 ４.４ １２,００４,５０8 ４.０ ７9０,３０１ ６.６
鶴川駅南土地区
画整理事業会計 １４２,７０9 ０.０ １０５,０２１ ０.０ ３７,６88 ３５.9
下水道事業会計 １9,５５７,１３8 ６.8 １8,７００,５１9 ６.２ 8５６,６１9 ４.６

収 益 的 １２,１１４,０５３ ４.２ １２,７３8,０３２ ４.２ △６２３,9７9 △４.9
資 本 的 ７,４４３,０8５ ２.６ ５,9６２,４8７ ２.０ １,４8０,５98 ２４.8

病 院 事 業 会 計 １７,４７６,98６ ６.１ １７,8４６,７２７ ６.０ △３６9,７４１ △２.１
収 益 的 １５,７０１,０１６ ５.５ １４,9４５,9４５ ５.０ ７５５,０７１ ５.１
資 本 的 １,７７５,9７０ ０.６ ２,9００,７8２ １.０ △１,１２４,8１２ △３8.8
小　　計 １３０,５３０,６99 ４５.３ １２６,４５５,98４ ４２.１ ４,０７４,７１５ ３.２

合　　計 ２8７,89５,889 １００.０ ３００,２98,０５７ １００.０ △１２,４０２,１６8 △４.１
※２０２２年度一般会計当初予算は骨格的予算として編成しています。

　請願書の紹介のご相談
など、議員へのご面会を
希望される場合は、可能
な限り少人数での来庁を
お願いいたします。

新型コロナウイルス
感染症に関する対応
について

令和４年度一般会計・令和４年度一般会計・
　　　各特別会計当初予算を可決　　　各特別会計当初予算を可決

改選後の初議会を開催改選後の初議会を開催

本会議場の様子
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玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
南�

ル
ー
ト
大
幅
減
便

　
秋
田
し
づ
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

コ
ロ
ナ
禍
で
投
票
所
で
の

投
票
が
困
難
な
方
の
対
応
は
。

　
選
挙
管
理
委
員
長
　
２１
年
６
月

に
、
特
例
郵
便
等
投
票
が
制
度
化

さ
れ
ま
し
た
。
外
出
自
粛
要
請
や

ホ
テ
ル
等
の
施
設
へ
の
隔
離
、
停

留
の
た
め
投
票
所
で
の
投
票
が
で

き
な
い
方
に
対
し
て
、
特
例
と
し

て
郵
便
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度

で
、
２１
年
７
月
の
都
議
会
議
員
選

挙
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問　

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
児
童
生
徒
の
通
常
の
学
級
で

の
支
援
体
制
に
地
域
の
活
用
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め
支
え
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
南
ル
ー
ト

が
２５
便
か
ら
５
便
に
減
便
と
な
っ

た
。
今
後
の
検
討
に
地
域
住
民
の

声
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
域
協
議

会
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
声
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問
　３月２５日、２８日から３０日の４日間にわ
たり、３３名の議員が市政を取り巻く諸問題
について、意見・提案を交えながら、市長
などの考えをただしました。質問、答弁の
要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

相
原
駅
周
辺
ま
ち�

づ
く
り
の
推
進
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

駅
前
拠
点
の
整
備
を
進
め

る
に
あ
た
り
自
転
車
駐
輪
場
や
線

路
沿
い
の
市
有
地
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
東
口
駅

前
広
場
街
区
の
一
体
的
な
土
地
利

用
の
検
討
と
併
せ
、
地
域
や
駅
利

用
者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
最
適
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
力
関

係
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
新
た
な

駅
前
広
場
の
用
地
取
得
に
関
す
る

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
駅
東
口

街
区
の
一
体
的
な
土
地
利
用
の
検

討
に
当
た
っ
て
も
、
協
力
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問　

地
域
の
拠
点
性
や
商
業
機

能
の
向
上
を
図
る
に
は
ど
の
よ
う

な
機
能
を
導
入
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
地
域
の

方
と
大
学
生
な
ど
が
交
流
、
活
動

す
る
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ

ェ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
商
業
施
設

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

市
長
給
与
に
関
し�

て
市
長
の
見
解
は

シ
ル
バ
ー
パ
ス
適�

用
／
喫
煙
対
策
を

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

命
を
貴
ぶ
姿
勢
を

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）

　
問　

今
回
の
市
長
選
挙
で
、
一

部
の
候
補
者
が
そ
の
多
寡
を
論
じ

る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
石
阪
市
長

は
ど
の
よ
う
な
見
解
・
主
張
を
し

て
い
た
か
。

　
市
長
　
私
自
身
が
市
長
給
与
に

つ
い
て
期
間
中
に
コ
メ
ン
ト
を
し

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
議
員
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
給
与
に
つ

い
て
、
私
が
何
か
コ
メ
ン
ト
を
す

る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）

　
問　

都
県
境
を
運
行
す
る
バ
ス

路
線
で
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
適
用
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
利
用
で
き
る
路

線
バ
ス
等
の
区
間
は
、
東
京
都
シ

ル
バ
ー
パ
ス
条
例
及
び
同
条
例
施

行
規
則
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度

は
一
般
社
団
法
人
東
京
バ
ス
協
会

に
よ
り
適
切
な
運
営
が
行
わ
れ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

市
内
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
ロ
シ
ア
の
方
、
こ
れ
か
ら
避
難

さ
れ
て
来
る
方
へ
の
支
援
を
ど
う

取
り
組
ま
れ
る
の
か
を
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
様
々
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
情
報
を
収
集
し
、

発
信
も
一
元
的
に
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

市
内
経
済
活
動
と
雇
用
に

影
響
が
予
測
さ
れ
る
。
市
内
企
業

と
雇
用
を
守
る
対
策
を
求
む
。

　
政
策
経
営
部
長
　
国
や
都
な
ど

が
相
談
窓
口
の
設
置
や
緊
急
対
策

　
問　

町
田
市
中
心
街
に
大
き
な

遊
技
場
が
増
大
し
、
明
る
い
「
プ

レ
―
タ
ウ
ン
」、
あ
る
い
は
「
遊

都
町
田
」
化
し
て
い
る
が
、
「
商

都
町
田
」
と
合
致
し
て
い
る
か
。

　
道
路
部
長
　
商
業
が
盛
ん
で
、

市
が
栄
え
て
き
た
こ
と
は
事
実
で

す
。
質
問
の
場
所
に
つ
い
て
、
中

心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画

で
も
、
に
ぎ
わ
い
を
盛
ん
に
や
っ

て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。
商
業
の
業

種
、
業
態
を
制
限
、
規
制
す
る
も

の
で
も
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
都
は
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ

も
調
査
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

相
原
駅
の
喫
煙
対
策
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
で
き
る
取
組
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
相
原
駅
周
辺

の
喫
煙
マ
ナ
ー
に
対
す
る
啓
発
活

動
に
つ
い
て
、
駅
周
辺
で
の
路
上

喫
煙
や
ポ
イ
捨
て
防
止
を
呼
び
か

け
る
啓
発
看
板
の
設
置
を
行
い
、

喫
煙
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
啓
発

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

事
業
を
実
施
し
、
市
で
は
情
報
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信
し

て
い
ま
す
。
国
や
都
の
動
向
を
注

視
し
、
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

市
民
の
「
命
」
を
守
る
市

長
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
看
過
し

て
は
な
ら
な
い
。
決
意
を
問
う
。

　
市
長
　
多
く
の
分
野
に
ま
た
が

る
も
の
で
、
様
々
な
関
係
機
関
と

の
連
携
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

う
し
た
意
味
で
、
市
長
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
対
応

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

園
外
保
育
の
質
／�

不
登
校
要
因
把
握

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問　

園
庭
が
な
い
も
し
く
は
狭

い
保
育
園
が
多
く
、
園
外
保
育
の

充
実
と
い
う
視
点
で
の
公
園
整
備

が
必
要
。
６
月
議
会
で
提
案
し
た

が
そ
の
後
の
取
組
状
況
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
市
内
認
可

保
育
園
等
に
対
し
て
、
公
園
利
用

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
結
果
を
都
市
づ
く

り
部
と
子
ど
も
生
活
部
に
お
い
て

共
有
し
、
今
後
、
代
替
園
庭
と
な

っ
て
い
る
公
園
の
遊
具
の
交
換
が

必
要
に
な
っ
た
際
に
は
両
部
で
調

整
す
る
な
ど
、
公
園
に
お
け
る
保

育
活
動
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

現
在
把
握
し
て
い
る
不
登

校
要
因
は
教
員
が
回
答
し
た
も
の

で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
の
よ
う
に

子
ど
も
が
回
答
す
る
匿
名
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
べ
き
。

　
学
校
教
育
部
長
　
ど
の
よ
う
な

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
か
、
詳
細
が
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
確
認
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
相
談
所
／
歩�

き
ス
マ
ホ
／
交
通

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

児
童
相
談
所
が
有
効
に
機

能
す
る
体
制
と
人
づ
く
り
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
児
童
相
談

所
の
設
置
に
向
け
て
都
に
要
望
し
、

設
置
で
き
た
際
に
は
、
相
談
所
と

と
も
に
人
づ
く
り
や
連
携
体
制
等

を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

歩
き
ス
マ
ホ
禁
止
条
例
制

定
の
考
え
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
他
市
の
動
向

や
条
例
の
効
果
な
ど
を
注
目
し
な

が
ら
、
今
後
、
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

公
共
交
通
再
編
が
必
要
な

時
期
に
あ
る
が
、
新
た
な
取
組
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
自
家
用
車

か
ら
公
共
交
通
へ
の
移
動
の
軸
足

を
転
換
す
る
た
め
の
啓
発
を
行
う

こ
と
で
、
積
極
的
な
利
用
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
路

線
網
再
編
は
利
用
状
況
、
幹
線
道

路
整
備
状
況
な
ど
を
勘
案
し
検
討

す
る
と
と
も
に
、
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
や
小
田
急
多
摩
線
延
伸
を

見
据
え
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

児
童
相
談
所
の
設�

置

に

つ

い

て

　

石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

町
田
市
民
の
相
談
状
況
は
。

　
市
長
　
町
田
市
を
管
轄
す
る
都

立
八
王
子
児
童
相
談
所
が
受
理
し

た
相
談
の
う
ち
、
町
田
市
民
か
ら

の
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
１９
年
度
６
８
５
件
、

２０
年
度
７
０
３
件
で
し
た
。
内
容

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
身
体
的
虐

待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
、
心
理
的
虐
待

な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　

設
置
に
よ
る
効
果
は
。

　
市
長
　
市
内
に
児
童
相
談
所
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
市
の
関
係
機
関

と
密
接
な
連
携
が
図
ら
れ
、
児
童

虐
待
等
に
対
す
る
迅
速
か
つ
一
貫

し
た
対
応
や
児
童
相
談
所
機
能
を

活
用
し
た
包
括
的
な
相
談
支
援
の

提
供
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
市

内
で
専
門
相
談
や
手
続
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
利
便
性
の
向
上
が

図
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

未
来
に
つ
な
ぐ
脱�

炭
素
ま
ち
づ
く
り

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
奨
励
金
制
度
を
活
用
し

た
家
庭
用
燃
料
電
池
の
導
入
支
援

や
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
な
ど
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
利

活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
市
内
に
お
け
る
設
備
導

入
を
最
大
限
に
図
り
な
が
ら
、
家

庭
や
事
業
者
へ
の
導
入
支
援
な
ど

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大

を
創
出
し
、
実
証
実
験
等
も
取
り

入
れ
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
同
士

の
つ
な
が
り
の
場
を
つ
く
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
２２
年
度

は
地
域
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
働
き
か
け
を
始
め
た
い
。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。

歩きスマホは危険
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不
登
校
対
策
・
子 

育
て
世
帯
の
支
援

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
問　

小
中
学
校
の
不
登
校
者
数

が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
対
策
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
な
ど
に
よ
る
関
与
促
進
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
支
援
状
況
確

認
と
好
事
例
発
信
な
ど
に
取
り
組

み
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
と

し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
紙
お
む
つ
を

支
給
・
配
達
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
出
産
子
育

て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
お

い
て
、
商
品
券
を
支
給
し
て
い
て
、

お
む
つ
購
入
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

　
問　

学
校
で
不
審
者
対
策
教
室

の
実
施
や
、
教
職
員
に
護
身
用
具

の
「
さ
す
ま
た
」
の
使
い
方
の
指

導
は
、
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
不
審
者
が
侵

入
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
児
童
生

徒
の
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
す
ま
た
の
持
ち
方
や
扱

い
方
、
複
数
の
教
職
員
で
の
対
応

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
警
察
の
方

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

香
害
対
策
・
子
ど 

も
の
マ
ス
ク
着
用

高
校
生
等
、
医
療 

費

助

成

ほ

か

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

人
工
香
料
に
よ
る
香
害
は

今
や
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
無
視
で
き
な
い
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
現
状
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
町

田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
、
香

害
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
問　

学
校
内
、
特
に
保
健
室
は

香
害
に
配
慮
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
日
常
的
に
特

別
な
対
応
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
場
合
、
個
別
事
情
を
聞
き

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
市
は
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く
の
か
。

　
市
長
　
２３
年
度
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な

く
一
緒
に
遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
を
整
備
し
て
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
２２
年
度
に
南
成

瀬
に
あ
り
ま
す
天
神
原
公
園
の
遊

具
の
更
新
に
併
せ
、
市
と
し
て
初

め
て
設
置
予
定
で
す
。
今
後
も
公

取
っ
た
上
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
通
知
が
出
て
い
る
が
保
育
・

教
育
現
場
で
は
子
ど
も
に
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
保
育
所
、

幼
稚
園
は
発
達
状
況
を
踏
ま
え
一

律
に
着
用
を
求
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
指
導
室
長
　
原
則
着
用
を
推
奨

す
る
一
方
、
運
動
時
は
必
要
な
い

こ
と
を
通
知
し
ま
し
た
。
活
動
に

よ
っ
て
外
す
必
要
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
学
校
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

共
交
通
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
や

公
園
内
駐
車
場
の
有
無
等
を
勘
案

し
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

３
月
に
厚
労
省
か
ら
通
知

さ
れ
た
Ｈ
Ｐ
Ⅴ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
に
つ
い
て
問
う
。

　
保
健
所
長
　
接
種
の
期
間
は
２２

年
４
月
か
ら
２５
年
３
月
ま
で
の
３

年
間
で
、
対
象
者
は
積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
る
間
に
定
期

接
種
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
９７
年

度
か
ら
０５
年
度
生
ま
れ
ま
で
の
女

子
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
活
用
・ 

都
政
を
市
政
に
も

　
中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

町
田
市
ご
み
分
別
ア
プ
リ
、

ま
ち
ピ
カ
町
田
く
ん
の
内
容
は
。

　
環
境
資
源
部
長
　
ご
み
分
別
ア

プ
リ
は
、
収
集
日
が
分
か
る
カ
レ

ン
ダ
ー
機
能
、
資
源
と
ご
み
の
分

け
方
や
出
し
方
が
分
か
る
ガ
イ
ド

機
能
や
分
別
辞
典
、
緊
急
の
お
知

ら
せ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ッ

シ
ュ
通
知
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
部
長
　
ま
ち
ピ
カ
町
田
く

ん
は
カ
メ
ラ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ

る
位
置
情
報
を
利
用
し
て
現
場
の

情
報
を
市
に
通
報
す
る
も
の
で
す
。

　
問　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を

２
０
２
２
年
度
に
町
田
市
と
し
て

は
初
め
て
設
置
予
定
だ
が
、
先
行

自
治
体
の
よ
う
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
て
行
く

工
夫
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
そ
れ
ぞ

れ
の
公
園
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、

障
が
い
を
持
つ
方
々
や
関
係
団
体

な
ど
の
ご
意
見
を
広
く
お
聞
き
し

な
が
ら
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鶴
川
の
渋
滞
解
消 

と
防
災
に
つ
い
て

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
の
渋
滞
解
消

に
有
効
な
北
口
と
南
口
交
通
広
場

の
完
成
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
道
路
部
長
　
北
口
交
通
広
場
は
、

２７
年
度
に
南
北
自
由
通
路
や
デ
ッ

キ
の
完
成
と
併
せ
て
本
使
用
を
開

始
予
定
で
、
南
口
交
通
広
場
は
２７

年
度
以
降
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
問　

地
震
発
災
時
に
お
け
る
緊

急
車
両
の
通
行
を
可
能
に
す
る
た

め
、
踏
切
の
長
時
間
遮
断
対
策
を
。

　
道
路
部
長
　
鉄
道
事
業
者
と
は
、

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
既
に

災
害
時
の
連
絡
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
関
係
機
関
と
引
き
続
き
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
駅
周
辺
以
外
で
も
発

災
時
の
帰
宅
困
難
者
支
援
の
た
め

の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
一
時

避
難
施
設
の
確
保
を
。

　
防
災
安
全
部
長
　
街
道
沿
い
施

設
の
ほ
か
、
一
時
滞
在
施
設
と
し

て
活
用
で
き
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、

他
自
治
体
の
指
定
状
況
等
も
調
査

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

玉
川
学
園
正
門
前 

踏
切
拡
幅
決
定
！

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

児
童
相
談
所
設
置
に
あ
た

っ
て
は
町
田
市
医
師
会
、
歯
科
医

師
会
と
十
分
な
連
携
を
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
の
先
生
方
及
び
東
京

都
と
も
相
談
し
て
検
討
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

注
目
を
集
め
る
バ
イ
オ
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
契

機
に
オ
ー
ル
町
田
の
魅
力
を
内
外

に
発
信
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
髙
橋
副
市
長
　
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
て
、
市
全
体
の
魅
力
を
紹
介
す

る
様
々
な
情
報
も
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

９
年
間
も
か
か
っ
た
が
玉

川
学
園
正
門
前
の
踏
切
拡
幅
が
正

式
に
決
定
し
た
。
工
事
予
定
は
。

　
道
路
部
長
　
２２
年
度
は
、
測
量

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
田
急

電
鉄
株
式
会
社
と
具
体
的
な
協
議

に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
２３
、
２４
年
度
に
設
計

を
行
い
、
２５
、
２６
年
度
に
踏
切
道

の
拡
幅
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町
田
市
の
農
業
／ 

夜
間
照
明
設
備

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

地
産
地
消
の
こ
れ
ま
で
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
２０
年

度
に
ま
ち
☆
ベ
ジ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
市
立
小
学
校
全

児
童
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
２２
年

度
に
は
新
し
い
ま
ち
☆
ベ
ジ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
発
行
、
バ
ス
等
公
共
交
通
機

関
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
プ
の
作
成

及
び
活
用
状
況
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
２０

年
度
か
ら
２３
年
度
ま
で
に
市
内
全

１０
地
区
の
作
成
、
配
付
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
問　

夜
間
照
明
設
備
の
設
置
状

況
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
は
合
計
７
施

設
で
す
。
２２
年
度
は
、
小
山
上
沼

公
園
内
へ
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
他
市
の
事
例
研
究
や
小
中

学
校
な
ど
へ
の
設
置
の
可
能
性
は
、

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

野
津
田
公
園
の
遊 

び
場
・
免
許
返
納

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問　

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
道
具
が
あ

り
、
広
々
と
し
た
遊
び
場
は
い
つ

再
開
す
る
の
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
町
田
市

第
二
次
野
津
田
公
園
整
備
基
本
計

画
で
は
、
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー

ン
に
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
や
大
型
木

製
遊
具
な
ど
を
配
置
し
た
冒
険
の

森
や
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
遊
具
の
種
類
や

配
置
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２３
年
度

か
ら
予
定
し
て
い
る
基
本
設
計
の

中
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、

高
齢
者
で
免
許
自
主
返
納
し
た
方

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
し
て
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
高
齢
運
転
者

に
よ
る
事
故
を
１
件
で
も
減
ら
し

て
い
く
た
め
、
ご
高
齢
の
方
が
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
検
討
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
様
々
な

方
策
に
つ
い
て
は
、
都
あ
る
い
は

他
市
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研

究
し
て
い
き
た
い
。

災
害
避
難
所
／
鶴 

川
駅
改
札
口
残
置

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

施
政
方
針
に
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
や
生
活
環
境
ご
と
の
施

策
が
掲
げ
ら
れ
た
。
市
長
の
考
え

る
「
な
り
た
い
ま
ち
の
姿
」
と
は
。

　
市
長
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
基
本
に
市

政
運
営
に
邁
進
を
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
問　

学
校
統
廃
合
後
の
跡
地
は
、

災
害
時
避
難
所
や
地
域
で
活
用
が

で
き
る
よ
う
、
必
ず
残
す
べ
き
だ
。

　
政
策
経
営
部
長
　
統
合
新
設
校

や
周
辺
施
設
等
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

が
難
し
い
機
能
は
、
学
校
跡
地
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
避
難
施

設
機
能
は
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し

い
機
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
避
難
者
推
計
を
踏
ま
え
、
必

要
な
機
能
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

鶴
川
駅
の
橋
上
化
に
伴
い

駅
は
東
に
移
動
す
る
。
利
便
性
確

保
の
た
め
、
現
改
札
口
の
残
置
を
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
そ
う
し

た
声
が
地
域
か
ら
あ
る
こ
と
を
小

田
急
電
鉄
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

１８
歳
ま
で
の
医
療 

費
助
成
制
度
を

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

東
京
都
の
新
た
な
補
助
制

度
を
活
用
し
、
１８
歳
ま
で
の
医
療

費
助
成
制
度
へ
踏
み
出
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
都
か
ら
制

度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
２３
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

都
内
の
自
治
体
に
広
が
る

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
多
く
の

財
源
が
必
要
で
す
。
他
事
業
と
の

バ
ラ
ン
ス
や
効
果
も
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
制

度
創
設
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問　
「
玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
南
ル
ー

ト
」
の
大
幅
減
便
の
改
善
見
通
し

と
他
の
移
動
手
段
の
検
討
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
減
少
し
た

利
用
者
数
の
回
復
状
況
を
勘
案
し
、

運
行
内
容
を
検
討
し
ま
す
。
他
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
バ
ス
以
外
の

手
法
も
含
め
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

町
田
駅
再
開
発
／ 

防
災
・
減
災
対
策

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
町
田
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
策
定
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
２２
年
度
は

学
識
経
験
者
、
交
通
事
業
者
や
商

業
事
業
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し

た
会
議
体
を
設
置
し
検
討
を
始
め
、

２３
年
度
に
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
問
　
再
開
発
に
向
け
て
、
こ
の

５
年
で
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
都
市
計
画

決
定
を
２４
年
度
か
ら
２５
年
度
に
行

う
こ
と
を
目
標
に
、
関
係
者
と
協

議
を
進
め
ま
す
。
２６
年
度
か
ら
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
地
区
ご
と
に
進
捗

状
況
を
勘
案
し
て
事
業
着
手
に
向

け
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
新
た
な
防
災
・
減
災
対
策

の
取
組
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
２２
年
度
か
ら
、

都
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
自
主

防
災
組
織
の
防
災
力
強
化
を
目
的

と
し
て
町
田
市
非
常
用
電
源
等
資

機
材
購
入
費
補
助
金
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

町田市スポーツマップ（↑小山・小山ヶ丘 ↓相原）
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
児
童
・
生
徒
が
安
心
・
安

全
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
す

る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
端
末
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
制
限
が
か
け
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

掲
示
板
サ
イ
ト
へ
は
ア
ク
セ
ス
で

き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
の
よ

う
に
児
童
生
徒
だ
け
で
や
り
取
り

が
で
き
る
ツ
ー
ル
は
、
使
用
で
き

な
い
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用

時
間
の
制
限
に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生
徒
の

健
康
に
配
慮
し
、
今
後
、
校
長
会

と
使
用
を
制
限
す
る
時
間
帯
に
つ

い
て
協
議
し
た
上
で
、
制
限
を
実

施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ロ
グ

の
取
得
に
つ
い
て
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
習
で
使
用

し
て
い
る
グ
ー
グ
ル
ア
プ
リ
使
用

状
況
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ア
ク
セ
ス
状

況
な
ど
を
ロ
グ
取
得
し
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の 

安
全
な
運
用
を

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）
　

　
問
　
玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
今
後
も

続
け
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
は
本

当
に
多
い
。
南
ル
ー
ト
の
廃
止
は

考
え
て
い
な
い
で
間
違
い
な
い
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
現
時
点
で

は
廃
止
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
南
大
谷
方
面
を
通
る
小
型

車
両
等
も
検
討
す
べ
き
だ
が
、
現

在
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
あ
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
福
祉
施
設

の
送
迎
車
両
や
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら
適

切
な
手
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
版
画
工
房
の
規
模
、
設
備

は
同
じ
か
そ
れ
以
上
に
な
る
と
い

う
担
保
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
新

し
い
工
房
は
、
版
画
、
ガ
ラ
ス
、

陶
芸
の
体
験
か
ら
、
版
画
の
本
格

的
な
制
作
ま
で
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
施
設
と
し
ま
す
。
現
在
の
版

画
工
房
と
ア
ト
リ
エ
で
で
き
る
活

動
は
、
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
な

く
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

保
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

保
育
料
の
減
免
は
状
況
に
応
じ
適

切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
鶴
間
公
園
の
芝
生
の
広
場

の
地
面
が
穴
だ
ら
け
だ
が
、
抜
本

的
な
改
善
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
22
年
６

月
に
一
部
芝
生
の
張
り
替
え
と
土

の
入
替
え
と
と
も
に
、
排
水
設
備

が
機
能
し
て
い
る
か
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
が
簡

易
的
な
整
地
が
で
き
る
よ
う
、
砂

置
場
設
置
な
ど
検
討
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
か
ら
子
ど
も 

を
守
る
た
め
に

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

私
自
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
感
じ
た
こ
と

と
し
て
、
自
宅
療
養
者
や
濃
厚
接

触
者
に
対
し
、
保
健
所
が
対
応
す

べ
き
業
務
ま
で
他
の
機
関
へ
移
管

し
て
い
る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
第
６
波
は
感
染
者

数
も
第
５
波
を
大
き
く
上
回
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
感
染
者
全
員
へ
の

電
話
連
絡
を
中
止
し
、
１
月
下
旬

か
ら
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
切

り
替
え
て
い
ま
す
。
自
宅
療
養
者

の
対
応
は
、
東
京
都
感
染
拡
大
緊

急
体
制
に
切
り
替
え
ら
れ
、
健
康

観
察
が
保
健
所
、
自
宅
療
養
者
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
、
う
ち

さ
ぽ
東
京
に
区
分
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
問　

保
健
所
の
逼
迫
状
況
は
理

解
で
き
る
が
、
自
宅
療
養
者
が
保

健
所
に
直
接
連
絡
で
き
る
体
制
が

な
い
。
寄
り
添
う
対
応
を
望
む
。

　
保
健
所
長
　
電
話
番
号
は
、
シ

ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
文
字
数
制

限
で
厳
し
い
で
す
が
、
記
載
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染 

者
へ
の
対
応
状
況

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問
　
町
田
第
三
小
学
校
に
新
校

舎
を
建
設
す
る
に
は
法
令
上
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
が
本
当
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
接
道
の
長
さ

が
東
京
都
の
建
築
安
全
条
例
の
基

準
を
満
た
さ
な
い
、
そ
れ
が
大
き

な
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
本
町
田
東
小
児
童
が
校
舎

建
設
中
に
町
田
第
三
小
に
通
学
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
通
学
の
負
担

軽
減
策
の
策
定
を
目
的
と
し
て
、

今
後
、
町
田
市
立
小
中
学
校
通
学

区
域
緩
和
制
度
等
の
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
、
学
区
外
通
学
の
特

例
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

　
問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に
あ

た
り
、
土
曜
日
や
長
期
休
暇
中
等

の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
の
給
食
提

供
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
、
事
業

者
の
公
募
を
通
じ
て
具
体
的
な
事

業
提
案
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

へ
の
給
食
提
供

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
町

田
方
面
延
伸
ル
ー
ト
が
決
定
し
た

こ
と
を
受
け
、
市
の
対
応
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
モ
ノ
レ
ー

ル
の
需
要
に
資
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
深
度
化
を
進
め
ま
す
。
多
摩
市

と
沿
線
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
都
に

は
幹
線
道
路
新
設
、
拡
幅
の
都
市

計
画
決
定
に
向
け
た
準
備
を
連
携

し
て
進
め
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　
問
　
町
田
の
豊
か
な
自
然
、
文

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
町
田
市

が
で
き
る
支
援
は
。

　
市
長
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ま

た
、
人
道
危
機
救
援
金
の
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
国
や
都
の

動
向
な
ど
を
注
視
し
、
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家

族
の
支
援
に
向
け
た
取
組
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
18
年
度
に

策
定
し
た
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育

化
や
歴
史
を
、
観
光
資
源
と
し
て

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
マ
イ
ク
ロ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
フ
ッ
ト
パ

ス
振
興
、
情
報
発
信
な
ど
を
行
い
、

観
光
を
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
出
産
費
用
の
無
償
化
に
取

り
組
み
、
町
田
で
産
み
育
て
る
世

代
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
無
償
化
は
、

国
や
都
の
動
向
に
注
視
し
、
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
産
み
育
て
る
子

育
て
世
帯
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

所
等
受
入
れ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
、
公
立
保
育
園
に
看
護
師
を

配
置
し
、
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
族
へ
の
支
援
は
、
保
健
師

や
医
療
的
ケ
ア
児
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
高
齢
者
の
在
宅
療
養
に
お

け
る
駐
車
場
の
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
さ
ら
な
る
取
組
の
強
化
を
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
臨
機
応

変
な
対
応
に
つ
い
て
警
察
署
に
要

望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

産
み
育
て
る
町
田 

の
実
現
の
た
め
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援 

／
在
宅
医
療
ケ
ア

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
町
田
市
全
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
大
規
模
体
育
館
の

設
置
を
求
め
る
。

　
髙
橋
副
市
長
　
旧
清
掃
工
場
解

体
後
の
敷
地
に
建
設
を
求
め
る
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

都
の
条
例
に
基
づ
き
、
建
設
用
地

と
し
て
の
土
地
利
用
は
図
れ
な
い

状
況
で
す
。
要
望
は
重
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ‒

Ｑ
Ｕ
（
教

育
・
心
理
検
査
）
の
周
知
を
丁
寧

に
す
べ
き
。

　
指
導
室
長
　
学
校
だ
よ
り
等
を

通
じ
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
丁

寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
問
　
小
学
校
連
合
体
育
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
く
べ
き
。

　
指
導
室
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
て
応

援
方
法
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、

運
営
方
法
等
も
小
学
校
連
合
体
育

大
会
運
営
委
員
会
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

忠
生
地
域
に
体
育 

館
の
設
置
を
！

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
町
田
市
に
児
童
相
談
所
の

早
期
設
置
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

　
市
長
　
市
民
の
皆
様
に
取
り
ま

し
て
、
専
門
相
談
や
手
続
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
最
重
点
事
項

と
し
て
、
都
立
児
童
相
談
所
の
設

置
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
東
京
都

に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
今
秋
、
東
京
都
が
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導

入
予
定
と
さ
れ
て
い
る
。
対
応
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
市

と
し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
た
め
、

都
の
制
度
に
つ
い
て
、
都
が
提
供

す
る
都
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

詳
細
や
都
内
自
治
体
の
動
向
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
市
民
が
直
接
相
談
等
を
す

る
町
田
市
に
お
い
て
も
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
早
期
導
入
を

求
め
る
が
ど
う
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
制

度
の
詳
細
は
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

児
童
相
談
所
の
早 

期
設
置
を
求
め
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎インクルーシブ遊具� 【３面】
　障がいの有無にかかわらず、誰もが一緒になっ
て遊べる遊具のことです。
◎デジタルサイネージ� 【３面】
　デジタルサイネージは、公共空間や交通機関等
の様々な場所でディスプレイ等の電子的な表示機
器を使って、情報発信を行うシステムであり、広
告・宣伝等に利用されるほか、災害時の情報伝達
手段としての役割も期待されています。
◎ｈｙｐｅｒ－ＱＵ� 【４面】
　hyper‒QU（ 教 育・ 心 理 検 査 ） は hyper-
Questionnaire-Utilities の略。児童生徒がアンケ
ートに答えることで、学校生活に対する満足度や
意欲、悩みなど、児童生徒一人一人の心の状態を
詳細に把握することのできる心理テストです。
◎グリーンスローモビリティ� 【４面】
　時速20㎞未満で公道を走ることができる電動車
を活用した小さな移動サービスで、その車両も含
めた総称です。

玉
ち
ゃ
ん
バ
ス
南 

ル
ー
ト
の
今
後
は

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
保
育
園
な
ど
で
働
く
職
員

に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
都
で
実
施

し
て
い
る
事
業
を
活
用
し
、
希
望

す
る
各
施
設
が
抗
原
定
性
検
査
キ

ッ
ト
に
よ
る
検
査
を
定
期
的
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
　
感
染
予
防
の
た
め
の
自
主

的
休
園
に
日
割
保
育
料
の
減
免
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
継
続
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請 

推

進

／

人

口

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
町
田
市
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
導
入
に
つ
い
て
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
部
長
　
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｇ
ｒ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
と
い

っ
た
、
２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

を
ｅ
―
ま
ち
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
導
入
は
22
年

４
月
に
実
証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

　
問
　
都
内
市
区
町
村
内
の
昨
年

１
年
間
の
人
口
増
加
に
つ
い
て
、

町
田
市
が
一
番
多
か
っ
た
。
選
ば

れ
た
要
因
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
都
心
方
面
な
ど

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
、
豊
か
な

里
山
環
境
な
ど
を
評
価
い
た
だ
い

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
若
者
に
選
ば
れ
る
た
め
の

施
策
を
行
う
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
起
業
、
創
業

支
援
や
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の

立
地
促
進
、
事
業
者
の
次
代
を
担

う
人
材
育
成
な
ど
を
今
後
５
か
年

に
お
い
て
も
実
施
予
定
で
す
。

人気のフットパスコース
（小野路・関屋の切り通し）



（5） No.224 町田市議会だより

（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）
（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）

本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和４年（２０２２年）４月３０日

第
17
号
　
町
田
市
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に

お
け
る
危
険
手
当
の
支
給
限
度
額

の
特
例
に
つ
い
て
、
適
用
期
間
を

延
長
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

第
21
号
　
町
田
市
保
健
所
関

係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
営
業
許

可
に
関
す
る
手
数
料
の
軽
減
に
関

す
る
経
過
措
置
期
間
を
延
長
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

第
22
号
　
町
田
市
大
地
沢
自

然
交
流
サ
イ
ト
条
例

　

青
少
年
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い

世
代
の
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
施
設
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
施
設
の
名
称
、
利
用
料
金

の
設
定
区
分
等
を
改
め
る
た
め
、

及
び
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
を

整
備
す
る
た
め
、
町
田
市
大
地
沢

青
少
年
セ
ン
タ
ー
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

第
23
号
　
町
田
市
宅
地
開
発

事
業
に
関
す
る
条
例
及
び
町

田
市
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
適
正
な
土
地
利
用
の
調

整
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

町
田
市
住
み
よ
い
街
づ
く
り
条

例
の
改
正
に
伴
い
、
関
係
す
る
２

本
の
条
例
に
つ
い
て
、
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。

第
24
号
　
町
田
市
地
区
計
画

の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー

ク
駅
周
辺
地
区
地
区
計
画
」
の
都

市
計
画
変
更
に
伴
い
、
関
係
す
る

規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
26
号
　
町
田
市
立
学
校
施

設
の
開
放
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

町
田
市
立
小
中
学
校
の
体
育
館

空
調
設
備
の
使
用
料
及
び
町
田
第

一
中
学
校
の
開
放
施
設
の
使
用
料

等
を
定
め
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

市議会ホームページをご覧ください。市議会ホームページをご覧ください。
https://www.gikai-machida.jp/https://www.gikai-machida.jp/
　町田市議会のホームページを開設してい
ます。
　会議録の検索、議会の会期日程や議案の
審議結果等の最新情報、議員の紹介、過去
の市議会だよりなどを掲載しています。
　また、本会議、常任委員会や特別委員会
のライブ中継、
録画配信もイン
ターネットで行
っています。ス
マートフォンや
タブレット端末
でもご覧いただ
けます。

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関

す
る
手
続
き
の
簡
素
化
と
対

象
職
種
の
拡
大
を
求
め
る
意

見
書

　

近
年
の
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が

増
加
す
る
一
方
で
、
各
介
護
の
現

場
で
は
、
介
護
人
材
の
確
保
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
。
「
コ
ロ
ナ
克

服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済

対
策
」
に
お
い
て
、
収
入
を
３
％

程
度
、
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
令

和
４
年
10
月
以
降
は
臨
時
の
報
酬

改
定
を
行
い
、
所
要
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
政
府
に
対
し
て
、
制
度

の
簡
素
化
や
介
護
報
酬
の
運
用
に

つ
い
て
事
業
所
ご
と
の
柔
軟
な
対

応
を
進
め
、
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
特
段
の
配
慮
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
侵
略
は
明
ら

か
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
及
び
領

土
の
一
体
性
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
国
際
法
及
び
国
連
憲
章
の

深
刻
か
つ
重
大
な
違
反
で
あ
る
。

町
田
市
議
会
と
し
て
、
断
じ
て
許

せ
な
い
行
為
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
軍

に
よ
る
侵
略
を
最
も
強
い
言
葉
で

非
難
す
る
。
日
本
国
政
府
に
お
い

て
は
町
田
市
議
会
の
意
を
体
し
、

在
留
邦
人
の
安
全
確
保
に
全
力
で

尽
く
す
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と

連
携
し
て
あ
ら
ゆ
る
外
交
手
段
を

駆
使
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
収

と
速
や
か
な
平
和
の
実
現
の
た
め
、

ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
対
す
る
人
道
支
援
を
含
め
、

事
態
へ
の
迅
速
か
つ
厳
格
な
対
応

を
行
う
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
及
び
核
に
よ
る
武
力
威

嚇
に
対
し
抗
議
す
る
決
議

議
員
提
出
議
案

意
見
書・

意
見
書・

��
決
議
決
議（
要
旨
）

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
１
件
、

決
議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名

で
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し

た
。要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
第

４
回
町
田
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
、
請
願
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

認
可
保
育
所
と
認
定
こ
ど
も

園
の
運
営
費
補
助
格
差
を
解

消
し
、
認
定
こ
ど
も
園
が
健

全
に
運
営
で
き
る
よ
う
是
正

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

他
自
治
体
の
認
定
こ
ど
も
園
に

対
す
る
運
営
費
補
助
の
実
情
や
各

認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
状
況
を
把

握
し
た
上
で
、
施
設
運
営
を
安
定

し
て
行
え
る
よ
う
、
補
助
の
制
度

化
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
費
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
し
た
施
設
に
対
し
て

は
、
保
育
の
継
続
性
及
び
安
定
性

を
考
慮
し
、
制
度
化
に
先
行
し
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

請
願
の
処
理
経
過

請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
報
告

及
び
結
果
報
告

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
３
月
補
正
予
算
額
は
△
２３
億

６
７
９
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入
の

主
な
も
の
は
、
市
税
―
４0
億
６
６

０
万
９
千
円
、
地
方
特
例
交
付
金

―
△
1５
億
１
５
０
０
万
円
、
地
方

交
付
税
―
1９
億
９
８
７
６
万
２
千

円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
―
△
２

２
３
１
万
６
千
円
、
国
庫
支
出
金

―
１
億
５
９
９
６
万
６
千
円
、
財

産
収
入
―
４
７
７
７
万
３
千
円
、

繰
入
金
―
△
５
億
８
８
３
６
万
５

千
円
、
諸
収
入
―
△
４
億
９
０
１

５
万
９
千
円
、
市
債
―
△
４６
億
３

９
０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総　
務　
費

　

人
事
管
理
費
の
職
員
人
件
費
―

１
億
５
２
９
７
万
４
千
円
、
財
政

管
理
費
の
財
政
事
務
費
―
２
億
９

２
７
４
万
４
千
円
。

民　
生　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
―
４
億
７

６
６
８
万
７
千
円
、
児
童
青
少
年

費
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
整
備
費
―
△

２
億
３
１
８
５
万
７
千
円
。

衛　
生　
費

　

循
環
型
施
設
整
備
費
の
資
源
化

施
設
整
備
費
―
△
４
億
９
１
５
６

万
円
。

土　
木　
費

　

街
路
整
備
費
の
み
ち
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
費

―
△
４
億
７
８
３
１
万
千
円
。

教　
育　
費

　

学
校
施
設
費
の
小
学
校
施
設
費

―
１
億
４
４
３
７
万
７
千
円
。

令
和
３
年
度

　
３
月
補
正
予
算

�

の
あ
ら
ま
し

区　　　分 補正前の額 補正額 計構成比（％） 構成比（％）
一 般 会 計 197,116,874 60.5 △ 1,028,811 196,088,063 60.6 

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 41,770,223 12.8 567,776 42,337,999 13.1 
介 護 保 険 
事 業 会 計 38,041,960 11.7 △ 917,690 37,124,270 11.5 
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 12,157,134 3.7 △ 349,754 11,807,380 3.7 
鶴川駅南土地区画
整 理 事 業 会 計 108,838 0.0 0 108,838 0.0 
下 水 道 事 業 会 計 18,726,233 5.8 △ 278,959 18,447,274 5.7 

収 益 的 12,792,046 4.0 1,971 12,794,017 4.0 
資 本 的 5,934,187 1.8 △ 280,930 5,653,257 1.7 

病 院 事 業 会 計 17,846,727 5.5 △ 360,485 17,486,242 5.4 
収 益 的 14,945,945 4.6 △ 198,510 14,747,435 4.6 
資 本 的 2,900,782 0.9 △ 161,975 2,738,807 0.8 
小　　計 128,651,115 39.5 △ 1,339,112 127,312,003 39.4 

合　　　計 325,767,989 100.0 △ 2,367,923 323,400,066 100.0 

 ( 単位：千円）

令和3年度（２０２1年度）3月補正　会計別予算構成表

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）　

　
問　
学
校
統
廃
合
を
や
め
て
学

校
を
存
続
し
、
少
人
数
学
級
推
進
、

避
難
所
確
保
な
ど
学
校
教
育
充
実

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
。

　
教
育
長　
学
校
統
合
を
契
機
と

し
た
新
た
な
学
校
づ
く
り
は
、
学

校
と
地
域
の
関
係
を
再
構
築
す
る

と
と
も
に
、
学
校
を
活
用
し
た
活

動
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
出
す

る
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　
原
町
田
大
通
り
滞
留
空
間

創
出
社
会
実
験
を
、
商
業
関
係
者

の
理
解
あ
る
計
画
に
見
直
し
を
。

　
経
済
観
光
部
長　
効
果
検
証
や

課
題
分
析
を
行
い
、
地
域
の
声
を

伺
い
な
が
ら
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　
問　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延

伸
事
業
は
、
環
境
や
採
算
面
か
ら

Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
1６
年
の
交

通
政
策
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
基
幹
交
通
と

し
た
交
通
網
の
構
築
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
統
廃
合
や
め 

て
豊
か
な
教
育
を

　
東　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　
市
に
変
更
権
限
の
あ
る
申

請
書
等
の
様
式
（
書
類
）
に
つ
い

て
性
別
欄
を
削
除
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長　
性

別
欄
を
削
除
す
る
こ
と
や
、
設
け

る
場
合
に
は
自
由
記
入
形
式
に
す

る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　
包
括
外
部
監
査
結
果
報
告

に
指
定
管
理
者
の
規
則
違
反
の
指

摘
が
あ
る
。
是
正
す
る
べ
き
で
は
。

　
総
務
部
長　
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
町
田
市
指
定
管
理
者
候
補
者

選
考
委
員
会
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　
稼
働
し
た
ば
か
り
の
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
大
規

模
な
火
災
が
発
生
し
た
。
対
策
は
。

　
環
境
資
源
部
長　
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
を
適
正
に
出
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
分
別

方
法
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
分
別
し
な
い

こ
と
が
火
災
に
つ
な
が
る
要
因
で

あ
る
と
発
信
す
る
こ
と
で
、
分
別

精
度
が
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

性
別
欄
／
指
定
管 

理
／
火
災
対
策

モ
ノ
レ
ー
ル
ル
ー 

ト
選
定
を
受
け
て

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）　

　
問　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
ル

ー
ト
選
定
を
受
け
て
、
下
小
山
田

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の

考
え
を
問
う
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
今
後
も
地

区
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　
団
地
の
空
き
家
対
策
に
資

す
る
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長　
団
地
事
業

者
と
大
学
と
の
連
携
を
仲
介
す
る

こ
と
で
学
生
の
団
地
居
住
を
促
し

た
り
す
る
な
ど
、
団
地
活
性
化
に

資
す
る
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
問　
代
替
保
育
に
つ
い
て
、
災

害
時
に
も
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
継
続
を
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
在
園
し
て

い
る
施
設
で
の
保
育
が
受
け
ら
れ

な
い
児
童
の
う
ち
、
保
育
を
必
要

と
す
る
児
童
は
、
公
立
保
育
園
に

お
い
て
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え

る
な
ど
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る

仕
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。



（6）令和４年（２０２２年）４月３０日 No.224町田市議会だより

３
月
１８
日
、
２２
日
に
議
案
８

件
、
請
願
１
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。 総

　
務

観
光
振
興
費　
　
　

～
市
内
の
回
遊
性
を
高
め
る

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
～

　
委
員　
地
域
回
遊
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
予
算
が
４

５
０
０
万
円
と
非
常
に
多
い
が
、

実
際
ど
う
い
っ
た
事
業
を
行
っ
て

い
く
の
か
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
こ
れ

か
ら
業
務
委
託
を
し
て
い
く
形
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
仕
様
と
し
て

大
き
な
項
目
に
つ
い
て
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
点
目
が

イ
ベ
ン
ト
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

２
点
目
が
実
際
の
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、
実
施
に
な
り
ま
す
。
３
点
目

は
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
広
告
と
い
う
、
大
き

く
こ
の
３
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
で
す
が
、
謎
解

き
を
中
心
と
し
た
、
謎
解
き
ゲ
ー

ム
と
い
う
の
が
今
、
幅
広
い
年
齢

層
に
か
な
り
人
気
が
あ
り
ま
す
の

で
、
謎
解
き
を
し
な
が
ら
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
回
遊
し
て

い
く
と
い
う
よ
う
な
、
ゲ
ー
ム
を

行
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
は
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業
者
の
募
集
を
か

け
て
い
る
最
中
で
す
の
で
、
細
か

い
中
身
ま
で
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員　
何
月
ぐ
ら
い
か
ら
と
か
、

そ
う
い
っ
た
計
画
は
あ
る
か
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
イ
ベ

ン
ト
の
期
間
は
22
年
７
月
か
ら
２

月
ま
で
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況

も
あ
る
の
で
長
期
間
に
わ
た
り
な

対
象
に
は
な
る
と
。
な
か
な
か
社

会
に
出
て
行
か
れ
な
く
、
就
労
ま

で
結
び
つ
か
な
い
方
に
対
し
て
手

を
差
し
伸
べ
る
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

を
す
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
事
業

の
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
生
活
援
護
課
が
そ
の
ま

ま
窓
口
で
は
な
い
と
思
う
が
、
ど

う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
委
託
を
さ
れ

る
の
か
。
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
い
う

こ
と
で
は
や
は
り
市
が
選
ぶ
の
か
。

　
生
活
援
護
担
当
課
長　
専
門
的

な
知
識
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す

の
で
、
事
業
経
験
の
あ
る
事
業
者

に
委
託
を
す
る
形
に
な
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
事
業
者
に
は
、

例
え
ば
社
会
福
祉
士
と
か
精
神
保

健
士
と
か
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
こ
の
よ
う
な
資
格
を
持
っ

た
方
が
動
い
て
い
た
だ
く
。
窓
口

は
生
活
援
護
課
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
は
委
託
先
の
ほ
う
で
い

ろ
ん
な
動
き
を
し
て
い
た
だ
く
形

に
な
っ
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
会
計

～
地
域
介
護
予
防
推
進
員
・

�

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
～

　
委
員　
ど
の
よ
う
な
方
の
受
講

な
ど
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

あ
わ
せ
て
、
参
加
に
当
た
っ
て
ど

の
よ
う
な
周
知
を
考
え
て
い
る
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長　
地
域
介
護

予
防
推
進
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
12
か
所
あ
る
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
な
り
ま
す
。
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
の
委
託
に

伴
い
、
一
つ
の
業
務
と
し
て
位
置

づ
け
て
委
託
を
し
て
、
配
置
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
が
、
一
般
の

方
で
介
護
予
防
活
動
に
興
味
が
あ

っ
て
、
地
域
の
方
々
の
介
護
予
防

の
向
上
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
方
に
な
っ
て
い

ま
す
。
周
知
で
す
が
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ほ
か
に
は
、
介
護
予

防
活
動
に
取
り
組
む
方
々
に
お
配

が
ら
市
内
を
巡
る
よ
う
な
形
で
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
対
象
の
年
齢
と
か
年
代

は
。

　
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
考
え

て
い
る
対
象
に
つ
い
て
は
、
や
は

り
７
月
ス
タ
ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
子

様
を
交
え
た
家
族
連
れ
を
中
心
に

ス
タ
ー
ト
を
し
な
が
ら
と
は
考
え

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
こ
れ
か
ら

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
業
者
を
決
め
る

中
で
、
明
確
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い

う
の
は
ま
た
絞
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
月
１８
日
、
２２
日
に
議
案
７

件
、
請
願
２
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

健
康
福
祉

生
活
援
護
費

～
就
労
準
備
支
援
事
業

�

に
つ
い
て
～

　
委
員　
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
で
も
高
齢
に
な
っ
て
就
労
も

無
理
な
人
も
い
る
し
、
対
象
は
ど

う
い
う
方
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支

援
は
ど
う
い
う
こ
と
を
指
す
の
か
。

　
生
活
援
護
担
当
課
長　
す
ぐ
に

就
労
や
自
立
が
困
難
な
方
に
就
労

支
援
の
場
な
ど
を
提
供
し
て
、
就

労
や
自
立
に
向
け
た
支
援
を
実
施

す
る
と
い
う
の
が
こ
の
事
業
で
す

け
れ
ど
も
、
例
え
ば
ひ
き
こ
も
り

の
方
な
ど
社
会
と
の
関
わ
り
に
不

安
の
あ
る
方
が
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
生
活
訓
練
と
か
、
集
団
活
動

の
経
験
な
ど
を
積
ま
せ
る
社
会
訓

練
、
技
術
習
得
訓
練
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
年
齢
に
関
し
て
、
８
０
５
０

問
題
で
言
い
ま
す
と
、
例
え
ば
50

歳
代
ぐ
ら
い
の
方
も
対
象
に
は
な

り
、
ま
だ
20
歳
前
後
の
方
も
十
分

り
を
し
て
い
る
介
護
予
防
手
帳
の

中
に
養
成
講
座
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ
を

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

配
布
と
い
う
形
も
取
っ
て
い
ま
す
。

３
月
１８
日
、
２２
日
、
２３
日
に

議
案
６
件
、
請
願
２
件
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
社
会

芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の
杜
〟

パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進

事
業
に
つ
い
て

　
委
員　
実
施
設
計
を
こ
れ
か
ら

ど
う
い
う
ふ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確

認
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
文
化
振
興
課
担
当
課
長　
今
後
、

芹
ヶ
谷
公
園
・
文
化
ゾ
ー
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
方
々
と
は
、
今
度
の

パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
議
で
、

溝
が
生
じ
な
い
よ
う
に
話
合
い
を

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
22
年
11
月
、
12
月
を

め
ど
に
実
施
設
計
を
終
わ
ら
せ
て
、

そ
の
後
、
３
月
頃
に
は
契
約
で
き

る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員　
運
営
の
部
分
で
、
国
際

工
芸
美
術
館
、
国
際
版
画
美
術
館

だ
け
で
は
な
く
、
公
園
全
体
と
い

う
話
と
か
、
文
学
館
と
「
町
田
シ

バ
ヒ
ロ
」
と
の
連
携
、
そ
の
あ
た

り
現
時
点
で
の
考
え
方
は
。

　
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
担
当
課

長　
前
回
の
国
際
工
芸
美
術
館
の

議
論
が
あ
っ
た
と
き
に
、
単
体
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
公
園
、
国

際
版
画
美
術
館
と
の
連
携
を
し
っ

か
り
と
図
り
な
が
ら
相
乗
効
果
を

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
指

摘
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
前

提
で
、
運
営
の
在
り
方
と
し
て
は
、

ま
さ
に
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

横
串
を
刺
し
て
公
園
と
美
術
館
と

連
携
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
を

基
本
線
に
考
え
て
い
ま
す
。
今
の

検
討
の
中
で
は
、
公
園
、
美
術
館

を
一
体
的
に
整
備
し
管
理
運
営
し

て
魅
力
を
高
め
る
と
い
う
チ
ー
ム

の
中
に
、
文
学
館
の
指
定
管
理
、

「
町
田
シ
バ
ヒ
ロ
」
の
管
理
を
入

れ
よ
う
か
と
い
う
議
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
町
の
回
遊
と
か
魅

力
を
高
め
る
た
め
の
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
あ
り
、
事
業
な
の
で
、

今
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
町
な
か

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
よ
う
な

取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

委
員
会
で

附
帯
決
議

　

文
教
社
会
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
、
第
７

号
議
案
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２

年
度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
、
採
決
終
了
後
に
左
記

の
附
帯
決
議
を
付
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

記

第
７
号
議
案
に
対
す
る 

附
帯
決
議　
　
　
　
　

　

芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の
杜
〟
パ

ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事
業
の

う
ち
、
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
芹

ヶ
谷
公
園
・
文
化
ゾ
ー
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
と

の
合
意
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
実
施

設
計
も
止
ま
っ
て
い
る
状
況
と
確

認
し
て
い
る
。
今
後
、
実
施
設
計

を
地
域
関
係
者
と
合
意
を
図
り
な

が
ら
進
め
、
基
本
設
計
の
変
更
も

あ
り
得
る
状
況
で
、
予
算
の
根
拠

と
な
る
も
の
が
な
い
中
で
、
唐
突

に
予
算
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
理
解

で
き
ず
、
十
分
に
審
査
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
民
へ

　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願、所管事務調査による行政報告等、
各所管事項について詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

委員会の審査から

の
説
明
の
機
会
、
市
民
か
ら
要
望

を
受
け
る
機
会
を
広
く
公
開
し
た

形
で
設
け
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
及
び
関
係
諸
団
体
等
と
も
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
努
め
、
実
施
設

計
案
な
ど
予
算
の
根
拠
を
議
会
に

提
示
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

本
会
議
の
結
果

　

３
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

第
７
号
議
案
は
賛
成
多
数
を
持
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
１８
日
に
議
案
９
件
、
請

願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

建
　
設

循
環
型
施
設
整
備
費

～
資
源
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
～

　
委
員　
相
原
の
資
源
ご
み
処
理

施
設
の
物
件
補
償
費
積
算
委
託
料

と
土
地
鑑
定
委
託
料
が
出
て
い
る

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
こ
れ

か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
か
。
建
設

す
る
ま
で
の
課
題
が
あ
れ
ば
、
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
循
環
型
施
設
整
備
課
担
当
課
長

　
都
市
計
画
決
定
を
22
年
２
月
28

日
に
告
示
し
、
こ
れ
か
ら
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
事
業
認
可
の

申
請
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
都
と
の
調
整
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
今
計

上
し
て
い
る
物
件
補
償
費
、
土
地

の
鑑
定
費
を
使
い
鑑
定
し
て
、
各

地
権
者
様
と
交
渉
に
入
っ
て
い
く

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
し
ま
す
と
、
土
地
の
購
入

に
つ
い
て
、
２
年
ほ
ど
か
け
て
何

と
か
買
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
整
備

工
事
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ち
ら
の
土

地
に
つ
い
て
は
、
事
業
を
行
わ
れ

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
ご
事
情
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
と
の
お
話
合
い
が
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く
か
が
、
ま
だ
見
通
せ

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　
委
員　
完
成
予
定
は
、
現
時
点

で
は
い
つ
頃
と
踏
ん
で
い
る
か
。

　
循
環
型
施
設
整
備
課
担
当
課
長

　
25
年
度
中
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

道
路
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業

～
道
路
施
設
の
管
理
計
画

改
定
及
び
策
定
に
つ
い
て
～

　
委
員　
も
う
少
し
分
か
る
よ
う

に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

　
道
路
政
策
課
長　
道
路
の
資
産

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
計
画

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
施
設
の
管

理
計
画
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
あ

り
ま
す
が
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
と
か
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
と
か
、
今
ま

で
全
て
人
力
で
ど
う
に
か
し
て
き

た
も
の
を
い
ろ
ん
な
技
術
を
使
っ

て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
と
い
う
検
証
も
含
め
て
見

直
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
大

き
な
概
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
委
員　
予
測
さ
れ
て
い
る
、
期

待
さ
れ
て
い
る
効
果
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　
道
路
政
策
課
長　
経
年
化
し
た

も
の
に
大
規
模
修
繕
の
時
代
が
や

っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ど

う
い
う
形
で
管
理
し
て
い
く
の
が

ベ
ス
ト
か
も
含
め
て
、
全
体
の
総

事
業
費
を
平
準
化
し
て
い
く
行
為

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
新
し
い
手
法

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
費
が

削
減
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま
す
し
、

平
準
化
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

施
設
を
う
ま
く
均
等
に
予
算
を
取

っ
て
い
く
と
い
う
形
も
あ
り
ま
す

の
で
、
財
政
的
に
負
担
の
な
い
よ

う
に
、
適
切
な
維
持
管
理
が
で
き

る
よ
う
な
効
果
が
見
込
め
ま
す
。



（7） 町田市議会だより 令和４年（２０２２年）４月３０日No.224

★令和４年（２０２２年）第１回定例会議案審議結果一覧表� ※戸塚正人議員は議長のため通常の採決には参加できません。
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議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東　
友
美

秋
田
し
づ
か

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田　
学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

★　市　長　提　出　議　案
第1号 令和３年度（２０２1年度）町田市一般会計補正予算（第９号） 可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第２号 令和３年度（２０２1年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第
３号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第３号 令和３年度（２０２1年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第４
号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第４号 令和３年度（２０２1年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算
（第２号）

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第5号 令和３年度（２０２1年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２号） 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第6号 令和３年度（２０２1年度）町田市病院事業会計補正予算（第２号） 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第7号
令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計予算 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ３月２5日
令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計予算に対する修正案（（仮
称）国際工芸美術館整備費を修正） 否　決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ × × × × ３月２5日

第8号 令和４年度（２０２２年度）町田市国民健康保険事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第９号 令和４年度（２０２２年度）町田市介護保険事業会計予算 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第1０号令和４年度（２０２２年度）町田市後期高齢者医療事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第11号令和４年度（２０２２年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計予算
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第1２号令和４年度（２０２２年度）町田市下水道事業会計予算 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第1３号令和４年度（２０２２年度）町田市病院事業会計予算 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第1４号町田市職員定数条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第15号町田市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第16号町田市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第17号町田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第18号町田市消防団に関する条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第1９号町田市フォトサロン条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２０号町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２1号町田市保健所関係手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２２号町田市大地沢自然交流サイト条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２３号
町田市宅地開発事業に関する条例及び町田市市街化調整区域に
おける適正な土地利用の調整に関する条例の一部を改正する条
例

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２４号町田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２5号町田市公共料金支払基金条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２6号町田市立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２7号町田市生涯学習センター条例の一部を改正する条例 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第２8号東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第２９号生活保護法第78条に基づく徴収金に係る訴訟の提起について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第３０号市道路線の認定について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３1号市道路線の廃止について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３２号市道路線の変更について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３３号包括外部監査契約の締結について 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３４号町田市名誉市民条例に基づく名誉市民の同意方について 可　決
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第３5号町田市表彰条例に基づく一般表彰の同意方について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
※
２
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３6号権利の放棄について 可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第３7号町田薬師池公園四季彩の杜ウェルカムゲートバスベイ整備工事請負契約の変更契約
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３8号町田市副市長の選任につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第３９号町田市監査委員の選任につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○

※
３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４０号町田市教育委員会委員の任命につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４1号町田市農業委員会委員の任命につき同意方及び農業委員の認定農業者過半要件の例外規定適用につき同意方について
同　意

（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４２号町田市固定資産評価員の選任につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４３号町田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意方について
同　意

（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４４号人権擁護委員候補者の推薦につき同意方について 同　意
（簡易表決）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

報告
第1号

薬師池北ふるさとの森における物損事故に係る損害賠償額の専
決処分の承認を求めることについて

承　認
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

報告
第２号

令和３年度（２０２1年度）町田市一般会計補正予算（専決第２号）の
専決処分の承認を求めることについて

承　認
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

★　議　員　提　出　議　案　
第1号 ロシアによるウクライナ侵略及び核による武力威嚇に対し抗議

する決議
可　決

（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月11日

第２号 介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大
を求める意見書

可　決
（全員一致）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

★　請　願
第1号 リニア・トンネル工事について市民の安全・安心を求める請願 継続審査

議
長

３月２5日
第２号 国民健康保険税の値上げを行わないことを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ３月２5日
第３号「鶴間公園テニスコート防音壁建築に伴う早期予算化を求める事」に関する請願

採択
(全員一致) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２5日

第４号 町田市の葬祭事業廃止に当たり、この事業の復活を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ３月２5日
第5号 本町田小学校の存続を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２5日
第6号 本町田東小学校を統合校にしないでください請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２5日
※1※２　本議案においては、戸塚正人議長は自主退場し、いわせ和子副議長が議長の職務を行いました。（議長は通常の採決には参加できません。）　※３　本議案においては、佐藤和彦議員、白川哲也議員は自主退場。

継続審査となりました。



（8）令和４年（２０２２年）４月３０日 No.224町田市議会だより

この広報紙は ９０，０２６部作成し、１部当たりの単価は １７円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテープ版、

デイジー版）の「町田市議会だより」を発行しています。

ご希望の方は、議会事務

局調査法制係（☎０４２－

７２４－４０４９）までお申し込

みください。

南 多 摩 斎 場 組 合 議 会 議 員 おぜき重太郎　　若林　章喜

東 京 た ま 広 域 資 源 
循 環 組 合 議 会 議 員 東　　友美

多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン 
環 境 組 合 議 会 議 員

石川　好忠　　新井よしなお
おく　栄一

東京都後期高齢者医療広域連合議会
東 京 都 後 期 高 齢 者 医 療 
広 域 連 合 議 会 議 員 田中　美穂

議員が委嘱される附属機関の委員等
社 会 福 祉 法 人 町 田 市 
社 会 福 祉 協 議 会 評 議 員 秋田しづか　　佐々木智子

町 田 市 名 誉 市 民 選 考 委 員 
（ 設 置 さ れ た 場 合 ）

小野寺まなぶ　　木目田英男
矢口　まゆ　　加藤　真彦
松岡みゆき

町 田 市 国 民 健 康 保 険 
運 営 協 議 会 委 員 小野りゅうじ　　細野　龍子

町 田 市 民 生 委 員 
推 薦 会 委 員 三遊亭らん丈　　吉田つとむ

町 田 市 交 通 安 全 
推 進 協 議 会 委 員 中川幸太郎　　若林　章喜

町 田 市 都 市 計 画 
審 議 会 委 員

渡辺さとし　　渡辺厳太郎
山下てつや　　殿村　健一
佐藤伸一郎

町 田 市 住 居 表 示 
整 備 審 議 会 委 員 笹倉みどり　　熊沢あやり

防 災 会 議 委 員
渡辺厳太郎　　石川　好忠
東　　友美　　おんじょう由久
戸塚　正人　　今村　るか

東 京 都 赤 十 字 協 賛 委 員 
町 田 市 地 区 協 議 会 委 員 石川　好忠

三 多 摩 上 下 水 及 び 
道 路 建 設 促 進 協 議 会

第１委員会委員　　細野　龍子
第２委員会委員　　村まつ俊孝
第３委員会委員　　渡辺厳太郎

多 摩 地 域 都 市 モ ノ レ ー ル 等 
建 設 促 進 協 議 会 構 成 員 渡辺厳太郎　　戸塚　正人

常任委員会 ◎委員長
○副委員長

総　　務
◎おんじょう由久　　　○白川　哲也　　　渡辺さとし
　加藤　真彦　　　　三遊亭らん丈　　　戸塚　正人
　おく　栄一　　　　熊沢あやり　　　殿村　健一

健康福祉
◎石川　好忠　　　○森本せいや　　　秋田しづか
　小野りゅうじ　　　　いわせ和子　　　佐々木智子
　おぜき重太郎　　　　吉田つとむ　　　山下てつや

文教社会
◎東　　友美　　　○新井よしなお　　　笹倉みどり
　木目田英男　　　　矢口　まゆ　　　松葉ひろみ
　田中　美穂　　　　今村　るか　　　藤田　　学

建　　設
◎渡辺厳太郎　　　○村まつ俊孝　　　小野寺まなぶ
　中川幸太郎　　　　佐藤　和彦　　　松岡みゆき
　若林　章喜　　　　細野　龍子　　　佐藤伸一郎

議会運営委員会 ◎委員長
○副委員長

◎山下てつや　　　○佐藤　和彦　　　 渡辺さとし　　　 木目田英男
　東　　友美　　　　松葉ひろみ　　　 白川　哲也　　　 田中　美穂
　三遊亭らん丈　　　　新井よしなお　　　 　 　　　　　　　　　　　　

災害対策委員会 ◎委員長
○副委員長

◎今村　るか　　　○佐々木智子　　　 村まつ俊孝　　　 木目田英男
　渡辺厳太郎　　　　加藤　真彦　　　 石川　好忠　　　 東　　友美
　おんじょう由久　　　　いわせ和子　　　 戸塚　正人　　　 吉田つとむ

監査委員

監 査 委 員（ 議 会 選 出 ） 佐藤　和彦　　　 白川　哲也

一部事務組合議会

東 京 都 十 一 市 競 輪 
事 業 組 合 議 会 議 員 森本せいや　　　 藤田　　学

東 京 都 六 市 競 艇 
事 業 組 合 議 会 議 員 森本せいや　　　 藤田　　学
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議会構成が決まりました議会構成が決まりました
戸塚　　正人　議　長戸塚　　正人　議　長
いわせ　和子　副議長いわせ　和子　副議長

　本定例会では、正・副議長の選挙をはじめ、
各常任委員会などの議会人事の改選等が行われ、
戸塚正人議長、いわせ和子副議長を選出したほか、
下表のとおり新しい議会構成が決まりました。

を選出を選出
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